第14分科会 基調報告

知的障害者が「暮らす」ということ  =制度を変える運動／制度を超える構想=







　　岡部 耕典（早稲田大学）







　　     koka@eft.gr.jp
○障害（disability）は「暮らし」のなかで（社会的に）構築される（disabled）
「ディスアビリティとは、不利益が特有な形式で個人に集中的に経験される現象である」（星加良司2007）
○知的障害って、なんだろう？　…「精神遅滞」の社会的構築／「自閉症」の「発見」（高岡健2007）
社会の工業化の過程で、「社会問題として構成」され「隔離収容」されてきた「精神薄弱者」
社会のサービス・情報化の過程で、「精神遅滞」から分離された「自閉症者」
　
○「障害の種別」や「障害程度区分」って、なんだろう？
「貧困」と「障害」／「ホームレス」と「障害者」の違いとは？

　必要となる（「分類」「治療」ではなく）「特定な形式で集中的に経験される不利益」の緩和・除去
○「生きる」≒「暮らす」≒「自立／自律する」≠「働く」
○障害者の自立／自律＝「自分の財布と相談しながら好きなように飯を食う」（福島智2005）
○介護保障…知的障害者が「好きなように飯を食う」ために

⇒サポーテッド・リビング（「自分の家」で暮らすための支援）という実践
○所得保障…すべての人々にとっての「相談できる自分の財布」のために
⇒ベーシックインカム（障害から主張し／障害を超える所得保障）という構想
○制度を変える運動／制度を超える構想

【参考文献】 

・星加良司「障害とは何か　ディスアビリティの社会理論に向けて」生活書院(2007)

  ※障害とはどのような社会現象なのか？　多くの人が納得してしまいがちな、視力が何々以下だから大変だといった生理学的な障害の定義ではなく、社会現象として障害を捉える立場から、障害を社会的に生成・構築されたある種の不利や困難として描くという大テーマに正面から向き合った精緻かつ誠実な探求。既存のディスアビリティ概念の紹介やその応用ではなく、より適切に障害者の社会的経験を表現するための積極的な概念装置の組み換えを目指す、気鋭・全盲の社会学者による決定的論考。（出版社サイトより）

・高岡健「自閉症論の原点　定型発達者との分断腺を超える」雲母書房(2007)

　　　

　※自閉症の精神政治学と精神現象学という２つの視点から、自閉症者と定型発達者との間にある分断線を超えるという主題への接近を試みる。米国、英国、日本の自閉症の歴史を検証しつつ、人間存在の共同性を相対化する。（出版社サイトより）

・ピープルファースト東久留米「知的障害者が入所施設ではなく地域で暮らすための本――当事者と支援者のためのマニュアル」生活書院(2007)

　※１人暮らしのための部屋探しから仕事探し・お金の管理まで──知的障害者が地域で自立した生活を送るため、当事者・支援者が知っておきたいこと！（出版社サイトより）

【参考サイト】 

・リソースセンターいなっふ　http://www.eft.gr.jp

人と社会の関係の閉塞を拓く「新たな福祉のかたち」を求めて
 
関係性構築の消費／自由を担保する所得　
http://www.eft.gr.jp/money/
見護るという介護のかたち　　http://www.eft.gr.jp/supported-living/
パーソナルアシスタンス☆フォーラム　　http://www.eft.gr.jp/pa-forum/
　　障害者自立支援法に立ち向かうために

障害程度区分・認定審査会・支給決定　　http://www.eft.gr.jp/enough/shinsakai/
移動支援・居宅介護・行動援護　　http://www.eft.gr.jp/enough/kyotakukaigo/
